
「山武市次世代育成支援対策地域行動計画（後期計画）の個別施策の進捗状況」  
１．地域における子育て支援の充実
（1）子育てに関する相談・情報提供体制の充実

進捗状況 成果状況

●子育てハンドブックは、制度改正等により、必要な
修正・更新を行い、市ホームページへの掲載など有
効活用を図る。

子育てハンドブックの配布は、在庫をもって一旦終了し新たに作成
する予定です。（子）

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

●広報さんむをはじめ、各種広報紙を活用して、子
育てに関する情報を提供する。

子育てに関する制度改正や情報を、市の広報紙に掲載しました。
（子）

□順調
□ほぼ順調
■一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

●子育て支援センターや保育所・幼稚園・こども園
などを通じた情報提供に努める。

子育てへ移管（学）

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●各種相談員を配置し、相談に適切に対応できるよ
うに、関係課・関係機関との連携・ネットワークを強化
する。

スクールカウンセラーを中学校６校、心の教室相談員を中学校５
校、小学校１１校へ配置し、児童生徒及び保護者の相談に当たりま
した。
スクールカウンセラーによる相談件数は延べ1120件、相談人数は
延べ1213名でした。
心の教室相談員による相談件数は延べ4506件、相談人数は延べ
5038名でした。（学）
課内に家庭教育指導員を配し、相談電話（直通）を設けて、延べ57
件の子育て相談に対応しました。（生）
家庭児童相談室での相談受付件数は延べ 1,155件でした。関係
機関との連携を図り、個別支援会議で検討及び支援の方法を協議
しました。その他、要保護児童対策地域協議会代表者会議１回、実
務者会議３回、定例実務者会議8回を開催しました。（子）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●相談場所について周知を図る。

全保護者宅に配付する学校要覧で周知したり、学校だよりやホーム
ページでも周知を図りました。（学）
民生児童委員総会等で家庭児童相談室のチラシを配布し周知を
図りました。（子）

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

P7
4-⑴

子育て支援セン
ターや子育て
サークルでの相
談

子育て支援センターで相談を受けたり、子育てサー
クルの活動のなかで相談や情報提供が行われてい
る。

●子育て支援センターや子育てサークルの活動の
なかで、相談に応じるとともに、必要に応じて相談員
等につながるように連携を強化する。

新たになるとう子育て支援センターとしらはた子育て支援センタ－を
開設し、集いの場をなるとう・しらはた・おおひら子育て支援センター
に設置しました。集いの場の平成25年度利用者数は、19,800人を
見込みました。なんごう子育て支援センター・まつお子育て支援セン
ターでは、相談業務のみを行い、5園での平成25年度の相談件数
は、200件を見込みました。必要に応じて家庭児童相談員、保健師
を連携し、相談業務を行いました。（子）
おおひら・なるとうこども園の子育て支援センター保育士と事業前後
にカンファレンス行い、連携しながら、ママの悩みや子育て不安への
支援を行いました。（健）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

子育て支援課
健康支援課

P7
4-⑴

保育所・こども園
での
園庭開放

幼児、児童の安全の確保に配慮した、遊び場とし
て、保育所・こども園等の園庭を開放する。

●各保育所・こども園で月２回園庭開放を実施して
おり、親子がふれあう場、相談や情報提供の場とし
て、今後も引き続き実施する。

各こども園での園庭開放は、実施日を広報紙に掲載し、月2回実施
しました。

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

子育て支援課

相談体制の拡充

スクールカウンセラー、心の教室相談員及び家庭教
育指導員による児童生徒や保護者の相談を実施。
子育て支援課には母子自立支援員、児童家庭相
談員を配置しており、相談に対応し、ケース検討や
関係機関との連携を図っている。相談先について周
知が進んでいない面もみられる。

学校教育課
生涯学習課

子育て支援課

子育てハンドブッ
ク、
広報紙等による
情報提供

子育てハンドブックを平成20年度に作成し、配布し
ている。広報紙で適宜情報提供を行っている。

子育て支援課
学校教育課

施策・事業 概要・課題等 現行計画より「今後の取組み」 担当課平成25年度実施状況
２５年度点検評価

資料

P7
4-⑴

P7
4-⑴
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（2）保育サービスの充実

進捗状況 成果状況

●低年齢児の利用希望が高まっており、受け入れ
体制について、保育士の確保に努める。

なるとうこども園での病後児保育事業実施に伴い、なるとうこども園
に看護師1名を配置しました。充実した保育を実施するため、臨時
保育士の確保に努めました。（子）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●施設の老朽化、少子対策として幼稚園、保育所
を統廃合し、認定こども園の確保・整備に取組む。

なるとうこども園及びしらはたこども園を平成25年4月に開設しまし
た。また、子ども・子育て関連三法の平成２７年４月施行に向け準備
を進めるとともに、こども園未整備地域の方向性の確立や民間委託
（移譲）等について検討しました。（子）
認定なるとうこども園，しらはたこども園を開設し，市内に５つのこども
園を開設し，子育て支援課に移管しました。（学）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

P7
4-⑵
-①

家庭的保育事業
（保育ママ）

低年齢児の保育ニーズが高まっている。保育所・こ
ども園で低年齢児を受け入れているが、年度途中か
らの入所待機になる場合や、受け入れ体制の確保
が課題である。

●保育所・認定こども園での低年齢児の確保と併
せ、低年齢児の保育として、家庭的保育事業の導
入を図る。

他市で実施の家庭的保育事業を調査しました。

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

子育て支援課

●継続して延長保育を実施する。平成26年度：10
か所で実施。

公立こども園5か所と私立保育所3か所で午前７時から午後７時まで
延長保育を実施しました。

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●さらに延長保育を実施する場合（夜間保育事業
等）は、保育士を確保する必要があり、保育ニーズ
の確保に努める。

他市で実施の夜間保育事業等について調査しました。

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

●継続して充実保育事業を実施する。平成26年
度：1か所で実施。

市内１か所（私立保育園）で実施しました。（年間延べ利用見込み
児童数230人）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●日曜・祝祭日に保護者の勤務等により、保育を必
要とする保護者の要望に対し受け入れを行ってい
る。市内・外問わず預かりは可能となっており、適切
な利用を促進する。

日曜・祝祭日に保護者の勤務等により、保育を必要とする保護者の
要望に対し受け入れを行っています。市内・外問わず預かりは可能
となっており、適切な利用を促進しました。

□順調
■ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

□向上
■維持・横ばい
□低下

●幼稚園での２・3年教育については認定こども園の
設置とあわせて推進する。

なるとうこども園，しらはたこども園の開設に併せ、3歳児短児部を設
置しました。また、日向幼稚園においても、3歳児保育を実施しまし
た。これにより、3園のこども園と1園の幼稚園で3歳児保育を実施し
ました。（子）
こども園及び日向幼稚園において，3歳児保育を実施しました。（子）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●計画期間に認定こども園を２か所増設する。保育
所型・幼保連携型など地域にあった方策で確保す
る。

なるとうこども園，しらはたこども園を開設し、休所中の豊岡保育所を
除き、全ての保育所をこども園化し、5園のこども園を開設しました。
（子）

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●保育士の研修、保育所での自己評価などの取組
みについて支援する。

専門職員の配置により内部研修を充実させるとともに、各種外部研
修へ参加することにより、保育士としての資質向上を図りました。

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

●保育の質の向上のためのアクションプログラムを作
成し、各園での保育の質の向上のための取組みを
支援する。

各こども園で自己評価及び施設利用者を対象とした外部評価アン
ケートを実施し、職員間で評価結果についての検討を行いました。

■順調
□ほぼ順調
□一部遅延あり
□遅延あり

■向上
□維持・横ばい
□低下

休日保育事業
日曜・祝祭日に保護者の勤務等により、保育を必要
とする場合、保育園で保育するもので、市内１か所
で実施している。

子育て支援課

認定こども園の設
置

現在は２か所に設置している。保育施設の老朽化、
幼稚園利用者の減少などに対応した取組みが必要
である。

子育て支援課
学校教育課

保育の質の向
上のための取組
み

各保育所内で研修、自己評価等を行っている。 子育て支援課

通常保育事業

核家族や共働き世帯の増加に伴い、保育園入所希
望者が増加傾向にある。出生率は横ばいのものの、
保育所入所希望者は、女性の社会進出等の理由
により、増加傾向にある。特に乳幼児（０、１、２歳
児）の入所申込みが増えている。

子育て支援課
学校教育課

延長保育事業

保護者の就労形態の多様化により通常の保育時間
を超えて保育する。現在公立保育所４か所で午前７
時30分から午後６時まで、また、公立保育所３か所
と私立保育所２か所で午前７時～午後７時まで延長
保育を実施している。

子育て支援課

施策・事業 概要・課題等 現行計画より「今後の取組み」 担当課平成25年度実施状況
２５年度点検評価

資料

P7
4-⑵
-①

P7
4-⑵
-①

P7
4-⑵
-①

P7
4-⑵
-①

P7
4-⑵
-①
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（3）一時預かり事業等の推進

進捗状況 成果状況

●市内４か所（若杉保育園、なんごう・まつおこども
園、鳴浜保育所）で継続して実施。

●新たにこども園を開設した際に、事業の拡大を図
る。

●利用時間の拡大、高学年児童の受け入れ、障が
い児等の受け入れなどについて、専門的知識を有
する指導員の育成や余裕のある施設の有効活用な
ど多面的に検討し、対応を図る。

平成25年4月から成東学童クラブに指定管理者制度を導入し、
NPO法人の運営により、通常保育の他、一時保育や時間外保育を
実施しました。
　また、松尾学童クラブについて、定員を３５名から６０名に、蓮沼学
童クラブについて、定員を３５名から４０名にそれぞれ拡大しました。

■順調
□ほぼ順調
□横ばい
□不調

■向上
□維持・横ばい
□低下

●保護者との連携・協働による取組み、運営方策な
どについて研究する。

子ども・子育て支援に関するニーズ調査により、小学校就学前の児
童のいる世帯と小学１～４年生の児童のいる世帯を対象にアンケー
ト調査を実施しました。
約１８５０世帯から学童クラブに関する意見を収集しました。

■順調
□ほぼ順調
□横ばい
□不調

■向上
□維持・横ばい
□低下

P7
4-⑵-

②

ファミリー・サ
ポート・センター
事業

会員組織をつくり、会員同士の仲介を事務局が行
う。(保育施設への送迎等、謝礼は会員同士で授受
する仕組みを検討する必要がある。

●住民との連携を図りながら、後期計画期間に１か
所確保する。

他市で実施のファミリーサポートセンター事業を調査しました。

□順調
■ほぼ順調
□横ばい
□不調

□向上
■維持・横ばい
□低下

子育て支援課

P7
4-⑵-

②

病児・病後児保育

病時または病気回復期の子どもを預かる事業であ
り、現在は未実施である。共働き世帯が増加するな
か、ニーズは高まっていると考えられ、看護師の配
置、実施場所等を検討することが課題である。

●後期計画期間に２か所での実施をめざす。
平成25年4月からなるとうこども園において病後児保育事業を開始
しました。（年間延利用者数2名）

□順調
■ほぼ順調
□横ばい
□不調

■向上
□維持・横ばい
□低下

子育て支援課

P7
4-⑵-

②

放課後子ども教室

地元の小学校児童を対象に、地域の大人が講師と
なって、運動や遊び・学習など１０種程の教室を開
設し、子どもの居場所づくりを行っている。学校や地
域協力者の理解が課題である。

●毎月１回のペースで実施中の２校は、月２回の実
施をめざす。 新規実施校を開拓する。 地域コー
ディネーターを発掘し育成を図る。

緑海小は全校児童を対象に原則毎月第２土曜日に実施しました。（実施回数は１
３回、参加児童は１24名）
日向小は４年生以上の児童を対象に原則毎月第３木曜日に実施しました。（実施
回数は９回、参加児童は６８名）
山武市西小では、平成26年度新規開設に向け3～5年生を対象としたデモ体験
を実施しました。（実施回数は１回、参加児童58名）

■順調
□ほぼ順調
□横ばい
□不調

□向上
■維持・横ばい
□低下

生涯学習課

（4）子育ての経済的支援の推進

進捗状況 成果状況

P8
4-⑶

乳幼児（子ども）
医療費の助成

国・県の制度に基づき実施している。平成22年12
月から小学校３年生までに拡充。

●継続して実施する。

入院については、中学校３年生までの子どもが対象となり、通院・調
剤は、小学校３年生までの子どもが対象となります。自己負担金は、
保険給付分について入院（１日０円か３００円）通院（１回につき０円
か３００円）で受診できます。調剤については、自己負担金０円で実
施しました。

□順調
■ほぼ順調
□横ばい
□不調

□向上
■維持・横ばい
□低下

子育て支援課

P8
4-⑶

障がい児の養育
に関する経済的
支援の推進

国の制度に基づき実施している。 ●継続して実施する。
特別児童扶養手当、障害児福祉手当を支給し、生活の安定及び
福祉の増進を図りました。平成25年度の実績：特別児童扶養手当
74人、障害児福祉手当27人(社)

□順調
■ほぼ順調
□横ばい
□不調

□向上
■維持・横ばい
□低下

社会福祉課

P8
4-⑶

保育料の減免制
度

国の基準に比べ、負担の少ない基準を市で設定し、
保育料を助成している。

●継続して実施する。
国の基準に比べ、負担の少ない保育料額を市で設定しました。ま
た、市独自に第３子以降保育料無料制度を引き続き実施しました。

■順調
□ほぼ順調
□横ばい
□不調

□向上
■維持・横ばい
□低下

子育て支援課

子育て支援課

なるとう・しらはた・なんごう・まつお・おおひらこども園で実施しまし
た。（年間延べ利用見込み児童数1,830人）
なお、若杉保育園は保育士不足のため、事業実施ができませんで
した。

２５年度点検評価

２５年度点検評価

□順調
■ほぼ順調
□横ばい
□不調

■向上
□維持・横ばい
□低下

放課後児童健
全育成事業
（放課後児童ク
ラブ）

主に小学校１学年から３学年までの児童を対象と
し、平日は小学校授業終了時から午後６時30分ま
で、土曜及び長期休業中は午前８時から午後６時
30分まで実施。市内12か所で実施。送迎をしてい
る地区もある。利用時間の拡大、高学年児童の受
け入れ、障がいのある子どもの受け入れなどの要望
が増えている。

子育て支援課

担当課

子ども手当
（児童手当）

国の制度に基づき実施している。
●国の動向に基づき、中学校修了までの児童を対
象に子ども手当を支給する。
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□順調
■ほぼ順調
□横ばい
□不調

子育て支援課
制度に基づき、中学校修了前までの児童を対象に児童手当を支給
しました。

□向上
■維持・横ばい
□低下

一時保育事業
平日保護者の急な病気や用事などで緊急・一時的
に保育が必要となる場合、保育園で保育する。

施策・事業 概要・課題等 現行計画より「今後の取組み」 担当課平成25年度実施状況
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